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まえがき 

 

 平成１５年から１６年にかけて、ほとんど駒に触れない日が続きました。

特に理由はありませんが、ただ、それ以前も含めて徐々に熱が冷めてきて

いたのかな、と思う。そういう意味では健全な生活だったかもしれません

（笑）。 

 今年に入ってなにとはなしに１局できたのを契機にして創作・解図を再

開しました。前に比べてカンが落ちているし、なによりも素材がなく、復

帰と言えるような状態ではないけれど、そこは一度冬眠した身、気楽にや

っています。 

 今回纏めたのは平成１０年から今年にかけて発表した作品の中から２５

局。創作したのがすべて冬眠前のもので、いい区切りといえるかもしれま

せん。手数は１１手から１０１手ですが、手数が長いほど易しいというワ

ケのわからなさは私らしい？また、作品の並べ方は例によって適当。なん

となくこんな感じかな、といったところ。 

作品レベルがどうとかは言いませんが、もちろんそれなりに愛情をこめ

て作ったつもり。心してご覧ください…というのはもちろんウソ。どうぞ

お気楽に。 

 

 なお、本編の作成にあたっては大変多くの方に色々な形でお世話になっ

ております。いつものことではありますが、本当にありがとうございます。 
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